
Title 因果物語試論
Sub Title Some new light on Inga-Monogatari
Author 檜谷, 昭彦(Hinotani, Teruhiko)

Publisher 慶應義塾大学藝文学会
Publication year 1964

Jtitle 藝文研究 (The geibun-kenkyu : journal of arts and letters). Vol.17, (1964. 2) ,p.13- 24 
JaLC DOI
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00072643-00170001-

0013

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


因

果

物

試
論

一
諸
問
一

檎

谷

彦

昭

元
禄
九
年
刊
「
石
平
道
人
行
業
記
」
の
附
録
に
「
石
平
道
人
行
業
記
弁
疑
」
が
あ
る
。
鈴
木
正
三
の
弟
子
恵
中
の
編
述
に
成
る
も
の
で
正
三
の
伝
記
を
見
る

上
に
欠
く
乙
と
の
出
来
ぬ
資
料
と
さ
れ
て
い
る
。
乙
の
「
弁
疑
」
の
な
か
に
次
の
一
節
が
あ
る
。

. 
問

師
、
何
の
為
に
し
て
、
業
報
霊
附
の
事
を
聞
見
す
る
事
有
る
毎
に
、
必
ず
以
て
笥
記
す
る
や
。

先
ι高

此
れ
其
の
事
を
現
証
し
て
、
以
て
衆
生
を
し
て
、
必
ず
因
果
業
鶴
、
此
の
知
き
の
事
を
怖
畏
し
て
、
菩
提
を
索
む
る
に
庶
か
ら
し
め
ん
が
為
な
り
。
正

(
1
>

に
こ
れ
慈
悲
心
中
よ
り
流
出
せ
り
。

「
因
呆
物
語
」
は
右
の
趣
旨
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
と
ま
ず
看
倣
し
得
る
が
、
そ
こ
に
は
仏
法
唱
導
と
怪
異
語
と
が
意
外
な
程
に
密
着
し
て
い
る
当
代
の
時
流

ハ2
）

も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
慶
安
元
年
以
降
の
江
戸
に
お
け
る
鈴
木
正
三
の
周
囲
が
、
夜
話
の
形
で
種
々
の
怪
談
を
語
り
合
っ
た
様
子
は
「
瞳
鞍
橋
」

（
万
治
三
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刊
〉
な
ど
に
う
か
が
わ
れ
る
所
で
あ
る
。
僧
侶
の
口
を
通
し
て
談
義
を
目
的
と
し
た
怪
異
語
が
流
布
し
て
行
く
過
程
も
こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

鈴
木
正
三
（
一
五
七
九l

一
六
五
五
）
は
三
河
の
人
、
ハ
久
重
次
、
弟
重
成
と
共
に
大
坂
陣
に
出
陣
し
、
家
康
、
秀
忠
に
仕
え
た
が
元
和
六
年
（
一
六
二

O
）

四
二
才
の
折
、
江
戸
に
て
致
仕
剃
髪
し
て
諸
国
を
遍
歴
、
慶
安
元
年
ハ
一
六
四
八
）
以
後
江
戸
に
と
ど
ま
っ
て
仏
法
を
唱
導
し
た
。
三
河
は
元
来
浄
土
宗
が
深

く
惨
透
し
て
い
た
所
だ
が
、
三
河
遠
江
は
、
大
洞
院
を
中
心
と
す
る
曹
洞
禅
が
近
世
に
至
っ
て
大
き
く
伸
び
て
来
て
い
た
し
、一
向
一
撲
に
よ
る
苦
い
経
験
以

後
家
康
の
旗
本
で
仏
教
に
帰
依
す
る
も
の
の
内
に
は
、
禅
に
参
ず
る
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。「
行
業
記
」
に
、

寛
永
元
年
甲
子
、
居
を
石
平
の
幽
谷
に
見
て
、
茅
を
結
び
、
車
を
構
へ
て
、
弁
道
惜
々
爾
た
り
。
諸
方
の
雲
柄
、
遠
近
の
男
女
、
廃
然
と
し
て
風
に
糟
ひ
、

翁
如
と
し
て
勉
に
競
ふ
。
開
法
求
道
、
悉
く
開
明
な
ら
ず
と
云
乙
と
な
し
。

と
あ
る
の
は
、
や
や
誇
張
し
た
き
ら
い
は
あ
ろ
う
が
、
三
河
岡
崎
城
を
北
に
去
る
事
五
里
の
地
に
庵
を
結
ん
だ
正
三
の
宗
派
は
、

帰
す
、
殊
に
洞
上
の
密
修
を
信
ず
る
こ
と
、
至
っ
て
深
し
。
」
（
行
業
記
弁
疑
）
と
あ
る
如
く
、
密
々
参
じ
て
因
果
を
信
ぜ
ん
と
す
る
禅
宗
で
あ
っ
た
乙
と
言
を

「
先
祖
巳
来
曹
洞
禅
門
に

- 14 -

侠
た
な
い
。
か
か
る
正
三
の
在
り
方
に
は
、
一
般
的
な
僧
侶
の
概
念
で
は
律
し
切
れ
ぬ
所
が
あ
る
。

久
松
潜
一
博
士
は
近
世
文
学
の
流
れ
の
な
か
に
、
隠
者
文
学
の
系
統
を
引
く
作
家
・
文
人
の
系
列
を
考
え
ら
れ
、
そ
う
し
た
作
家
・
文
人
を
「
近
世
で
は
隠

者
に
対
し
て
隠
士
・
崎
人
と
よ
ば
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
隠
士
と
よ
ば
れ
る
の
は
か
つ
て
は
武
士
で
あ
っ
た
家
柄
の
も
の
が
武
家
の
封
禄
を
離
れ
、
現
実
の

(3
>

社
会
と
離
れ
て
隠
遁
的
な
生
き
方
を
す
る
所
か
ら
名
ず
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
」
と
述
べ
ら
れ
、
更
に
、「
そ
の
生
き
方
は
俗
社
会
の
塵
に
ま
み
れ
ず
、

現
世
に
お
い
て
は
隠
遁
的
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
そ
う
し
て
創
作
と
言
っ
て
も
歌
人
、
連
歌
師
、
俳
人
と
し
て
立
ち
、
も
し
く
は
学
問
の
研
究
に
入
っ
て
ゆ

く
。
乙
の
場
合
隠
士
に
お
い
て
は
創
作
も
学
問
も
同
じ
態
度
で
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
よ
と
説
い
て
お
ら
れ
る
。

久
松
博
士
は
契
沖
の
場
合
を
目
し
て
説
か
れ
た
の
で
豊
臣
氏
の
録
を
食
ん
で
居
っ
た
武
士
が
、
関
ケ
原
以
後
徳
川
氏
の
政
権
下
に
職
を
失
な
い
又
自
ら
浪
人

し
て
隠
士
と
な
っ
た
も
の
を
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
鈴
木
正
三
は
家
康
幕
下
の
譜
代
と
し
て
勇
名
を
馳
せ
た
武
士
で
あ
る
か
ら
、
自
ら
時
勢
に
失
望
し
た

と
い
う
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
に
も
拘
ら
ず
出
家
し
て
参
禅
し
た
所
に
、
更
に
数
多
の
著
述
を
以
て
知
ら
れ
て
い
る
所
に
、
彼
を
隠
士
と
目
す
る
一
の
所
以



が
あ
る
の
で
あ
る
。

「
石
平
道
人
四
相
」
（
写
本
、
延
宝
四
成
〉
の
「
外
縁
相
」
の
冒
頭
に
、

師
は
、
三
州
足
助
庄
の
英
産
、
天
正
七
年
己
卯
に
生
る
。
父
は
、
穂
積
の
姓
鈴
木
氏
重
次
な
り
。
此
重
次
の
先
祖
善
阿
弥
と
云
人
、
文
治
の
比
、
由
有
て
、

紀
州
藤
代
を
出
て
、
三
州
高
橋
庄
矢
並
村
に
住
す
。
善
阿
弥
の
子
孫
、
栄
に
し
て
後
皆
松
平
の
幕
下
に
属
す
。

と
あ
る
。
こ
の
先
祖
の
善
阿
弥
は
鈴
木
重
善
と
い
う
が
、
寛
永
三
年
に
鈴
木
正
三
は
三
河
矢
並
村
の
医
王
寺
を
再
興
し
て
、
祖
善
阿
弥
を
弔
っ
て
い
る
。
乙

れ
が
後
の
石
平
山
思
真
寺
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
殺
し
た
「
行
業
記
」
に
対
し
て
、「
行
業
記
弁
疑
」
に
次
の
記
事
が
あ
る
。

問

医
王
寺
は
善
阿
弥
の
故
蹟
な
り
と
、
此
れ
出
家
な
り
や
。

然
ら
ず
、
老
年
の
隠
士
な
り
。
其
の
居
を
、
後
改
め
て
醤
王
寺
と
成
す
。
所
以
に
師
、
其
の
廃
寺
を
修
葺
し
て
之
を
興
造
し
玉
ふ
な
り
。
（
傍
点
筆
者
〉

朱
両も

と
よ
り
正
三
の
伝
記
面
で
の
考
察
は
、
特
に
そ
の
系
譜
と
、
先
祖
の
宗
派
の
両
面
に
亘
っ
て
多
岐
に
わ
た
る
調
査
が
必
要
と
せ
ら
れ
て
い
る
。
医
王
寺
そ

の
も
の
の
宗
旨
に
し
て
も
善
阿
弥
の
号
に
し
て
も
、
た
だ
ち
に
そ
れ
ら
を
正
三
に
結
び
つ
け
る
こ
と
に
は
多
く
の
危
倶
も
あ
る
。
恵
中
が
善
阿
弥
を
目
し
て
隠

士
な
り
と
語
っ
た
意
識
は
、
師
正
三
の
祖
を
賞
揚
せ
ん
と
す
る
態
の
も
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
し
く
隠
士
の
概
念
に
照
し
て
言
っ
た
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
た

だ
こ
こ
で
は
、
鈴
木
正
三
の
隠
士
た
る
所
以
の
一
つ
の
例
証
と
し
て
考
え
て
お
き
た
い
だ
け
で
あ
る
。

鈴
木
正
三
は
、
こ
の
例
か
ら
も
わ
か
る
如
く
、
隠
士
善
阿
弥
の
子
孫
と
し
て
、
自
ら
も
又
隠
士
た
る
事
に
深
い
自
負
を
有
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
謂
わ
ば

彼
は
、
そ
の
意
味
か
ら
も
近
世
文
学
に
於
け
る
仮
名
草
子
作
家
と
し
て
の
資
格
の
一
つ
を
有
し
て
い
た
。



正
三
が
「
因
果
物
語
」
の
原
形
と
も
い
う
べ
き
さ
ま
ざ
ま
な
怪
異
語
を
、
問
書
と
し
て
集
め
始
め
た
の
は
、「
石
平
道
人
行
業
記
」
に
よ
れ
ば
寛
永
四
年
四

九
才
の
頃
か
ら
で
あ
る
。
遠
山
氏
某
が
沈
病
に
侵
さ
れ
て
苦
ん
で
い
た
が
、
正
三
の
修
法
に
よ
っ
て
治
癒
し
た
。
正
三
は
「
是
れ
夙
業
の
報
ふ
所
、
又
先
世
怨

親
の
精
霊
来
て
崇
を
為
す
」
と
語
っ
た
と
い
う
。
文
は
続
け
て
、
「
蓋
し
業
報
を
転
鎌
し
、
霊
府
を
壌
斥
す
る
こ
と
、
中
絶
の
後
、
師
に
至
っ
て
行
は
る
る
者

な
り
。
師
又
よ
の
つ
ね
業
報
霊
府
の
事
を
聞
見
す
る
事
あ
る
毎
に
、
悉
く
こ
れ
を
筆
記
せ
り
。
同
一
正
案
…
一
繍
一
詑
一
%
」
と
あ
る
。

「
因
果
物
語
」
の
片
カ
ナ
本
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
寛
文
元
年
（
一
六
六
乙
で
あ
る
か
ら
、
片
カ
ナ
本
の
刊
行
迄
に
は
三
十
四
年
経
っ
て
い
る
事
に
な
る
。

〈
慶
安
四
刊
〉
な
ど
に
較
べ
て
、
正
三
の
生
前
に
出
板
の
意
志
が
全
く
な
か
っ
た
乙
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
は
も
と
談
義
の
た
め
に
輯
録
し
た
も

(
4
>

の
で
あ
り
、
仮
り
に
怪
異
語
を
借
り
用
い
て
仏
法
を
唱
導
せ
ん
が
た
め
の
種
本
で
あ
っ
た
か
と
す
る
中
村
幸
彦
氏
の
推
定
も
充
分
う
な
ず
け
る
の
で
あ
る
。

「
盲
安
杖
」

と
こ
ろ
で
「
因
果
物
語
」
に
就
て
は
、
片
カ
ナ
本
と
平
か
な
本
の
二
種
類
が
あ
り
、
そ
の
相
互
関
係
及
び
成
立
の
事
情
な
ど
に
関
し
て
は
、
さ
き
に
論
じ
た

ハ5
）

の
で
こ
こ
に
は
触
れ
な
い
。
私
が
こ
の
点
に
つ
い
て
述
べ
た
際
、
論
の
展
開
上
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
問
題
が
ひ
と
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
片
カ
ナ
本
の
「
因
果
物

韮
巴
に
於
て
、
そ
の
序
文
の
筆
者
で
あ
る
雲
歩
和
尚
が
平
か
な
本
の
「
因
果
物
語
」
と
考
え
ら
れ
る
書
物
を
指
し
て
「
邪
本
」
と
き
め
つ
け
て
い
る
点
で
あ
る
。

(6
) 

乙
れ
に
は
吉
田
幸
一
博
士
も
い
ち
早
く
試
論
を
提
出
さ
れ
た
が
、
私
の
考
え
る
点
と
は
重
復
し
な
い
。
以
下
に
於
て
先
ず
乙
の
点
か
ら
論
を
進
め
て
み
る
。曹司 16 -

片
カ
ナ
本
の
序
文
に
於
て
雲
歩
が
言
わ
ん
と
す
る
所
は
左
の
よ
う
で
あ
る
。

「
只
今
現
在
ス
ル
人
ノ
仮
名
コ
レ
ア
ル
ヲ
モ
テ
ノ
故
－
一
、
門
人
堅
ク
秘
シ
テ
世
ニ
出
ダ
サ
ズ
」
と
い
う
種
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の

ご
ろ
こ
れ
を
犯
す
も
の
が
あ
り
、
ひ
そ
か
に
写
し
取
っ
て
み
だ
り
に
板
行
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
「
剰
エ
私
ニ
序
文
ヲ
ナ
シ
怒
ニ
他
ノ
物
語
ヲ
雑
入
シ
テ
人

ヲ
蹄
ス
ル
事
少
ナ
カ
ラ
ズ
、
斯
－
一
於
テ
弟
子
等
止
ム
コ
ト
ヲ
得
ズ
師
ノ
正
本
ヲ
以
テ
梓
ニ
鐘
パ
メ
、
邪
本
ノ
惑
ヲ
破
ラ
ン
ト
欲
ス
」

「
因
果
物
語
」
は
、

（
傍
点
筆
者
）
と
い
う
わ

け
で
あ
る
。

こ
こ
で
雲
歩
が
言
っ
て
い
る
邪
本
と
は
何
か
。
少
く
と
も
片
カ
ナ
本
「
因
果
物
語
」
の
刊
行
以
前
に
世
に
流
布
し
て
い
る
「
因
果
物
語
」
で
な
く
て
は
な
ら

ぬ
。
そ
れ
が
平
か
な
本
の
「
因
果
物
語
」
と
目
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
ま
え
の
論
文
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
一
例
を
示
せ
ば
、
片
カ
ナ
本
の
刊
行
よ
り
二

年
前
に
刊
行
を
見
た
「
瞳
鞍
橋
」

（
万
治
三
刊
）
に
は
、
す
で
に
「
因
呆
物
証
巴
が
世
上
に
流
布
し
て
い
る
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
更
に
平
か
な
本
の
序
文
と

大
同
小
異
の
文
章
も
あ
る
。
唯
、
私
に
は
現
存
の
平
か
な
本
六
巻
六
冊
の
形
が
、
当
時
の
も
の
の
億
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
事
情
に
つ
い
て
も
繰



返
し
に
な
る
か
ら
避
け
る
事
に
す
る
。

さ
て
片
カ
ナ
本
「
因
果
物
語
」
は
師
正
三
の
正
本
を
も
と
に
し
て
出
来
た
と
い
う
自
負
を
有
し
て
い
る
。
本
書
は
三
巻
七
七
章
か
ら
成
る
が
、

一
の
章
・
の
出
・

に
、
平
均
三
話
ほ
ど
の
説
話
を
収
め
て
あ
る
か
ら
集
録
説
話
総
数
は
七
七
章
の
約
三
倍
に
な
る
。一
章
の
内
に
い
く
つ
か
の
説
話
を
収
め
る
方
法
は
、
同
一
素

材
の
話
を
一
つ
に
集
め
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
因
果
の
道
理
を
説
く
際
に
、
繰
返
し
繰
返
し
強
調
し
よ
う
と
す
る
仏
法
教
誠
の
態
度
に
直
接
つ
な
が
っ
て
い
る
。

平
か
な
本
の
方
が
、
師
正
三
の
集
め
た
聞
書
集
を
勝
手
に
写
し
取
っ
て
再
構
成
し
て
成
っ
た
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
、
あ
く
迄
も
仏
教
唱
導
の
立
場
か

ら
、
怪
異
語
の
形
を
借
り
て
因
果
の
理
を
説
き
示
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ
の
意
図
に
副
っ
た
編
纂
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
と
み
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

一
方
平
か
な
本
は
ど
う
か
。
こ
の
考
察
の
前
に
断
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
点
は
、
平
か
な
本
が
前
半
三
巻
と
後
半
三
巻
に
分
か
れ
る
と
と
で
あ
っ
て
、
片

カ
ナ
本
刊
行
以
前
に
成
立
し
て
い
た
も
の
は
、
乙
の
前
半
三
巻
の
み
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
す
る
推
定
で
あ
る
。
詳
し
く
は
乙
れ
も
拙
稿
を
参
照
せ
ら
れ
た

い
。
乙
の
平
か
な
本
の
前
半
三
巻
に
収
め
ら
れ
て
あ
る
説
話
を
、
片
カ
ナ
本
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
片
カ
ナ
本
の
一
章
中
二
話
迄
が
平
か
な
本
と
同
一
で
あ

っ
た
り
、
又
全
く
片
カ
ナ
本
の
説
話
と
重
な
ら
ぬ
章
が
あ
っ
た
り
し
て
、
編
纂
の
意
図
に
一
貫
し
た
も
の
が
認
め
ら
れ
得
ぬ
の
で
あ
る
。
今
乙
と
で
は
、
片
カ

司
’

ナ
本
が
正
三
の
正
本
を
忠
実
に
編
輯
し
た
と
い
う
序
文
を
信
用
し
て
、
片
カ
ナ
本
の
現
在
あ
る
形
か
ら
祖
本
を
見
ょ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
正
三

の
正
本
の
所
収
説
話
か
ら
、
怒
意
的
に
抽
出
し
て
成
っ
た
平
か
な
本
の
構
成
を
、
片
カ
ナ
本
を
通
し
て
考
察
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
と
の
平
か
な
本

の
編
輯
態
度
は
、
片
カ
ナ
本
の
原
型
と
目
さ
れ
る
正
三
の
草
稿
（
正
本
）
を
写
し
取
る
際
に
、
仏
教
唱
導
と
い
う
目
的
で
は
な
く
て
、
そ
れ
以
前
の
意
識
、
っ

ま
り
読
者
に
何
が
し
か
の
興
味
を
ひ
き
お
と
す
よ
う
な
種
の
「
は
な
し
」
を
選
び
集
め
よ
う
と
い
う
態
度
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
左

に
一
例
を
挙
げ
て
み
る
。
乙
乙
に
は
説
話
そ
の
も
の
の
語
り
方
に
片
カ
ナ
本
・
平
か
な
本
、
両
者
の
差
違
が
著
し
く
み
ら
れ
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
要
は
説
話

そ
の
も
の
の
内
容
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

片
カ
ナ
本
・
下
巻
・
一
五

平
か
な
本
・
巻
三
・
一
八

死
後
犬
ト
成
僧
ノ
事

伝
賀
と
云
僧
死
し
て
狗
に
生
れ
し
事



P
ユ
ン
テ
キ

尾
州
名
古
屋
。
膳
徳
寺
順
的
和
尚
ノ
弟
子
ニ
。
伝
可
ト
云
僧
有
。
関
東
ニ

テ
十
年
程
偏
参
ス
ル
也
。
後
ニ
三
州
牛
窪
ト
云
村
－
一
。
寺
ヲ
持
居
タ
リ
。
順

的
和
尚
ノ
師
匠
。
牛
窪
ノ
花
居
寺
ト
云
寺
ニ
居
玉
。
去
年
ノ
春
師
匠
見
舞
ニ

来
給
ヱ
パ
。
伝
可
順
的
和
尚
エ
向
テ
。
我
等
参
納
所
仕
ベ
シ
。
秋
中
ニ
名
古

屋
ヱ
参
可
ト
約
束
ス
。
然
ニ
伝
可
夏
中
ニ
煩
テ
死
ス
。
或
夜
順
的
和
尚
ノ
夢

ニ
。
伝
可
来
テ
云
ハ
。
秋
中
参
ヘ
シ
ト
御
約
束
仕
処
－
一
。
夏
中
相
果
忽
チ
犬

ニ
生
申
也
。
何
国
ニ
モ
縁
ナ
ク
居
処
モ
ナ
キ
問
。
是
ノ
庭
ニ
ヲ
キ
養
下
サ
レ

ヨ
ト
告
ル
也
。
和
尚
折
角
待
ケ
ル
ニ
掠
ハ
死
テ
犬
ニ
成
タ
ル
ガ
。
不
便
ナ
リ

置
ベ
シ
ト
言
給
卜
。
夢
ハ
醒
ケ
リ
。
明
朝
大
衆
ニ
。
不
思
議
ノ
夢
ヲ
見
タ
リ

ト
語
リ
玉
。
亦
次
ノ
夜
夢
－
一
。
右
ノ
如
来
テ
云
。
和
尚
掠
々
ク
ト
ヒ
コ
ト
〉

官
一
テ
夢
サ
メ
ケ
リ
。
明
朝
乞
食
犬
ノ
子
ヲ
。
一
疋
連
来
ヨ
ヒ
犬
ノ
子
進
セ
ン

ト
云
。
僧
達
見
テ
犬
ワ
入
ズ
。
持
去
ト
云
フ
。
和
尚
間
玉
。
夫
ワ
夢
－
一
見
タ

庫
裡
－
一
置
食
ヲ
喰
セ
。
和
尚
茶
ノ
間
ヨ

リ
。
伝
可
／
＼
ト
喚
給
ヱ
パ
。
彼
犬
コ
ロ
／
．
、
、
－

h

ト
走
リ
。
和
尚
ノ
側
ヱ
佐

也
。
犬
ノ
毛
ハ
ウ
ス
赤
。
手
白
鼻
ノ
先
白
シ
ト
也
。
認
十
三
年
目
ニ
膳
徳
寺

ル
伝
可
ト
云
我
弟
子
也
ト
テ
。
取

一
江
湖
ア
リ
。
大
衆
放
参
ノ
陀
羅
尼
ヲ
謂
玉
ヱ
パ
。
彼
犬
ヲ
縁
迄
上
リ
。
ワ

ン
／
＼
ト
経
ヲ
請
シ
ナ
リ
。
僧
達
ヲ
見
テ
ハ
只
モ
ノ
。
涙
ヲ
流
セ
シ
ト
也
。

江
湖
ハ
寛
永
五
年
ノ
夏
也
。
其
江
湖
ニ
本
秀
和
尚
居
。
直
ニ
見
タ
リ
ト
語
玉

也

〈
古
典
文
庫
本
）

巴
ゅ
ん
事

尾
州
名
古
屋
の
善
篤
寺
。
順
帰
和
尚
の
同
行
に
。
伝
賀
と
云
僧
あ
り
。
遍

十
参
年
あ
ま
り
し
て
。
三
川
の
花
井
寺
の
末
寺
に
住
せ
し
が
。
あ
る
時
順
帰

和
尚
。
花
井
寺
へ
行
給
ひ
し
と
き
。
か
の
伝
賀
い
ふ
や
う
。
名
古
屋
の
寺
家

に
め
し
帰
し
給
は
れ
。
納
所
役
な
と
い
た
し
て
。
居
申
た
き
と
な
げ
き
申
け

れ
ば
。
さ
ら
は
と
も
か
く
も
と
仰
あ
り
。
し
か
る
に
い
く
ほ
と
な
く
。
伝
賀

わ
づ
ら
ひ
付
て
つ
ゐ
に
三
河
に
て
死
す
。
品
川
歳
ば
か
り
也
。
あ
る
時
順
帰
和

尚
の
夢
に
。
伝
賀
来
り
て
申
す
ゃ
う
。
我
は
い
ぬ
に
成
た
り
。
此
御
寺
へ
ま

い
り
度
侍
り
。
御
庭
狗
に
な
さ
れ
て
飼
た
す
け
て
給
は
れ
と
也
。
和
尚
は
夢

ぞ
と
思
ひ
す
て
給
へ
は
。
次
の
夜
又
来
り
て
夢
に
見
え
て
。
前
夜
の
乙
と
く

。
。

に
申
す
。
和
尚
ふ
し
き
に
思
ひ
。
来
る
と
と
を
ゆ
る
し
給
ふ
。
其
次
の
日
刷

風
気
な
る
乞
食
。
め
ん
つ
う
に
古
き
つ
Y

り
を
し
き
て
。
あ
か
狗
の
手
白
な

る
を
入
て
持
来
る
。
和
尚
夢
中
に
う
け
あ
ひ
た
る
故
に
。
飼
を
か
れ
。
す
な

は
ち
。
名
を
伝
賀
と
つ
け
て
よ
び
け
り
。
寺
家
衆
も
子
細
を
き
〉
て
あ
は
れ

み
食
を
あ
た
へ
け
り
。
手
を
出
せ
よ
と
い
へ
は
。
両
の
手
を
出
し
・
つ
く
る
事

人
の
物
を
・
つ
く
る
か
乙
と
く
に
し
て
な
み
だ
を
な
が
す
。
鐘
を
つ
け
ば
鐘
と

同
音
に
ほ
ゆ
る
。
大
衆
経
陀
羅
尼
を
よ
め
ば
。
経
に
合
せ
て
ほ
ゆ
る
。
な
に

事
も
人
の
乙
と
く
し
て
。
十
年
ば
か
り
過
て
。
寛
永
五
年
に
死
す
。
近
き
比

の
事
な
れ
ば
人
よ
く
し
り
て
か
く
れ
な
し
ハ
東
洋
文
庫
岩
崎
文
庫
旧
蔵
本
〉



以
上
の
わ
ず
か
一
例
を
以
て
事
を
は
か
る
の
は
如
何
か
と
思
う
が
紙
幅
の
関
係
も
あ
っ
て
他
は
略
に
従
う
。
下
段
平
か
な
本
の
文
中
に
傍
線
を
加
え
た
個
処

あ
た
り
に
、
謂
う
な
ら
ば
平
か
な
本
の
、
片
カ
ナ
本
と
異
な
る
性
格
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
怪
異
奇
談
を
語
ろ
う
と
す
る
態
度
で
あ
る
。
怪
異
そ
れ
の
み
を
、

興
に
ま
か
せ
て
語
ろ
う
と
す
る
態
度
で
あ
る
。
上
段
片
カ
ナ
本
の
そ
れ
と
比
較
し
て
み
れ
ば
、
平
か
な
本
の
物
語
意
識
が
分
明
と
な
ろ
う
。

と
の
例
に
引
い
た
片
カ
ナ
本
下
巻
は
二
一
章
を
有
し
て
い
る
が
、
と
の
内
平
か
な
本
の
説
話
と
共
通
す
る
話
は
二
四
篇
で
あ
る
。
平
か
な
本
と
共
通
説
話
を

有
す
る
片
カ
ナ
下
巻
の
各
章
の
数
字
を
挙
げ
れ
ば
そ
れ
ら
は
次
の
如
く
で
あ
っ
て
先
き
に
も
述
べ
た
如
く
片
カ
ナ
本
か
ら
怒
意
的
に
集
録
し
た
か
の
よ
う
な
印

象
し
か
与
え
な
い
。

片
カ
ナ
本
下
巻
一
（
ニ
説
話
）
、
二
、
三
、
四
、
五
、
六
（
ニ
説
話
）
、
七
、
八
、
九
、

一
O

（
二
説
話
）
、一
一
、

一
一
一、

一
一一一、

一
五
（
二
説
話
な
る
も

片
カ
ナ
本
の
一
つ
の
話
よ
り
二
つ
の
説
話
を
作
っ
て
い
る
）
、一
六
ハ
一
五
と
同
様
）
、
七

一
九
（
一
五
・
二
ハ
の
場
合
と
同
様
）
、
二O

か
く
し
て
一
四
、
一
八
、
二
一
の
各
章
か
ら
は
全
然
説
話
が
と
ら
れ
て
い
な
い
。
二
説
話
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
片
カ
ナ
本

は
一
章
の
も
と
に
数
篇
の
説
話
が
集
め
ら
れ
て
い
る
故
、
そ
の
二
説
話
が
そ
れ
ぞ
れ
平
か
な
本
と
共
通
す
る
意
味
で
あ
り
、
一
五
、
二
ハ
、一
九
の
各
章
の
場

-19-

合
は
、
一
章
中
の
数
種
の
説
話
の
内
一
話
の
み
を
平
か
な
本
で
二
つ
の
説
話
に
分
け
用
い
て
い
る
謂
で
あ
る
。
と
う
し
た
事
実
は
他
の
巻
に
あ
っ
て
も
同
様
で

あ
っ
て
両
者
の
共
通
説
話
そ
の
も
の
か
ら
は
、
何
の
問
題
も
生
じ
て
は
来
な
い
の
で
あ
る
。（
古
典
文
庫
解
題
参
照
）
そ
れ
は
平
か
な
本
の
編
輯
者
が
、
興
味

本
位
に
原
因
果
物
語
か
ら
説
話
を
抽
出
し
た
と
い
う
推
定
を
逆
に
さ
さ
え
る
事
に
な
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
石
平
道
人
行
業
記
」
や
「
瞳
鞍
橋
」
は
、
正
三
の
弟
子
の
一
人
で
あ
る
恵
中
が
編
し
た
も
の
で
あ
る
。「
海
上
物
語
」
も
「
因
果
小
編
」
も
彼
の
作
と
考

え
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。
と
の
恵
中
と
、
片
カ
ナ
本
の
序
文
を
書
い
た
雲
歩
と
は
お
互
い
に
因
縁
浅
か
ら
ぬ
仲
で
あ
る
。
両
者
は
同
年
（
慶
安
四
）
に
正
三
の

門
に
入
っ
て
い
る
。
年
令
も
同
じ
で
あ
る
。
所
が
そ
の
態
度
は
全
く
反
対
で
あ
っ
て
、
恵
中
は
以
上
の
よ
う
に
甚
だ
著
述
が
多
い
が
雲
歩
は
殆
ど
何
も
残
し
て

い
な
い
。
も
う
一
度
「
行
業
記
弁
疑
」
の
記
事
を
し
て
言
わ
し
む
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。



雲
歩
は
豊
前
の
英
産
、
幼
に
し
て
肥
陽
に
来
る
。
野
柄
〈
恵
申
の
こ
と
l

筆
者
注
）
は
肥
後
の
生
縁
、
相
ひ
階
に
十
歳
に
し
て
、
本
郡
流
長
院
囲
岩
禅
師
に

謁
す
。
行
年
十
三
に
し
て
、
同
日
に
剃
染
し
、
十
有
九
に
し
て
、
と
も
に
起
っ
て
坂
東
に
譲
り
、
叢
林
を
経
る
事
、
己
に
三
霜
、
終
に
倶
に
世
僧
の
学
を
辞

し
て
、
石
平
和
尚
に
参
ず
る
な
り
。

つ
ま
り
両
名
は
そ
の
出
発
を
全
く
一
に
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
師
正
三
滅
後
の
両
者
は
行
を
共
に
し
て
い
な
い
。

「
行
業
記
」
の
方
の
末
尾
は

両
者
の
足
跡
を
か
く
伝
え
る
。

雲
歩
は
師
の
滅
後
、
豊
後
州
に
適
て
、
能
仁
寺
を
聞
き
、
肥
の
後
州
に
徒
て
、
天
福
寺
を
創
し
、
以
て
師
法
を
弘
播
す
。
野
柄
は
大
府
に
在
り
、
草
蓮
に
窮

E

ひ
ね
が

居
し
て
、
機
を
覚
め
て
、
法
の
久
住
を
は
か
り
、
縁
を
得
て
、
師
の
念
願
を
達
せ
ん
事
を
希
翼
ふ
の
み
。

雲
歩
は
黙
し
て
語
ら
ず
、
禅
門
の
正
道
を
歩
ん
で
師
法
の
弘
播
を
と
こ
ろ
が
け
た
。
恵
中
は
数
多
く
の
著
述
を
し
、
正
三
を
世
に
喧
伝
さ
せ
、
正
三
遺
稿
の- 20 ー

出
板
迄
手
が
け
た
よ
う
で
あ
る
。
片
カ
ナ
本
の
序
文
は
雲
歩
の
文
章
で
あ
る
。
邪
本
呼
ば
わ
り
は
平
か
な
本
に
向
け
ら
れ
て
居
る
。
平
か
な
本
の
序
文
と
、
恵

中
の
「
腫
鞍
橋
」
の
文
章
と
の
親
近
性
も
あ
る
。
片
カ
ナ
本
と
平
か
な
本
の
性
格
の
違
い
は
、
雲
歩
と
恵
中
の
差
で
で
も
あ
る
だ
ろ
う
か
。
平
か
な
本
恵
中
作

者
説
を
捨
て
切
れ
な
い
ゆ
え
ん
の
一
つ
が
此
処
に
あ
る
。

由
来
近
世
の
怪
異
小
説
は
、
巷
聞
に
散
ら
ば
る
怪
異
奇
談
の
類
を
、
ま
さ
に
興
味
本
位
の
筆
で
編
集
し
、
世
の
慰
草
と
し
て
読
者
に
供
し
よ
う
と
す
る
所
に

本
来
の
目
的
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
少
く
と
も
当
時
の
時
流
と
し
て
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
事
だ
。
鈴
木
正
三
が
、
志
怪
の
話
を
見
聞
す
る
毎
に
書

留
め
た
と
い
う
そ
の
一
事
を
以
て
し
で
も
、
そ
の
理
由
付
け
は
と
も
あ
れ
、
ま
ず
怪
異
語
を
好
む
文
人
と
し
て
、
隠
士
と
し
て
の
正
三
の
一
面
が
う
か
が
わ
れ

る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
集
め
ら
れ
た
謂
わ
ば
「
原
因
果
物
語
」
と
も
言
う
べ
き
草
稿
か
ら
、
怪
異
小
説
乃
至
は
諸
国
物
語
と
し
て
の
、
読
者
の
興
味
を
誘
う

説
話
ば
か
り
を
、
そ
の
点
で
は
興
味
本
位
な
編
輯
意
図
を
以
て
写
し
取
っ
た
も
の
が
平
か
な
本
因
呆
物
語
（
前
半
三
巻
）
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

片
カ
ナ
本
は
そ
の
態
度
を
難
詰
し
た
。

「
邪
本
」
と
呼
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。
だ
が
時
流
は
む
し
ろ
邪
本
呼
ば
わ
り
を
さ
れ
た
平
か
な
本
の
方
に
傾
い
て
い

る
。
片
カ
ナ
本
の
鹿
爪
ら
し
い
態
度
を
和
ら
げ
、
所
々
の
「
は
な
し
」
の
構
成
を
按
配
し
、
仏
教
臭
を
希
薄
に
し
た
上
に
、
挿
絵
を
加
え
、
か
な
に
書
改
め
て



板
行
す
れ
ば
乙
れ
は
も
う
仮
名
草
子
で
あ
る
。
世
上
に
流
布
し
て
板
を
重
ね
た
。
時
流
に
投
じ
て
六
巻
本
の
増
補
板
を
も
出
し
た
事
は
す
で
に
説
い
た
所
で
あ

(7
>る

。
片
カ
ナ
本
の
編
者
雲
歩
が
邪
本
呼
ば
わ
り
を
す
る
の
も
故
な
し
と
せ
ぬ
の
で
あ
る
。

四

か
く
し
て
平
か
な
本
に
於
け
る
編
者
の
意
図
は
、
あ
く
迄
も
時
流
に
投
ず
る
事
で
は
あ
っ
た
。

一
方
片
カ
ナ
本
に
於
け
る
雲
歩
の
意
図
は
、
あ
く
迄
も
正

の
師
説
l
i

』
仏
教
の
因
果
の
理
を
説
く
事
に
あ
っ
た
。
態
度
と
し
て
の
正
否
が
問
題
に
な
る
の
で
は
な
い
。
雲
歩
の
場
合
は
そ
の
意
図
と
世
間
の
事
受
と
が
喰

違
っ
た
の
で
あ
る
。
自
ら
を
正
本
と
自
負
し
、
作
品
も
又
そ
れ
に
即
応
し
て
因
果
の
理
を
繰
返
し
展
開
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
乙
の
雲
歩
の
意
図
は
、
近
世

初
期
の
怪
異
小
説
の
世
界
に
あ
っ
て
は
全
く
か
え
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
否
、
当
然
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
別
段
雲
歩
に
と
っ
て
不
幸
で
は
な
い
。

唯
、
後
続
の
怪
異
小
説
は
、
乙
の
片
カ
ナ
本
因
果
物
語
を
も
、
素
材
の
宝
庫
の
一
つ
と
し
て
看
倣
し
て
行
く
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
次
の
例
が
あ

る
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中
巻
・
九

鳩
ノ
愛
執
之
事

寛
永
十
年
ノ
比
。
去
家
中
伴
ノ
市
右
衛
門
ト
云
人
ノ
庭
ニ
、
鳩
来
ヲ
則
チ
鉄
鈎
ニ
テ
打
殺
ス
。
頚
－
一
当
テ
頭
ナ
シ
。
其
後
又
鳩
来
。
是
ヲ
モ
前
ノ
知
ク
打

チ
。
毛
ヲ
ム
シ
ラ
ス
ル
ニ
。
脇
ノ
下
ニ
鳩
ノ
額
ヲ
挟
テ
有
。
日
数
ヲ
計
ル
ニ
。
今
日
ハ
先
月
鳩
ヲ
打
タ
ル
日
也
。
是
ヨ
リ
驚
テ
殺
生
ヲ
休
ケ
リ
。
市
右
衛
門

傍
輩
衆
儲
ニ
語
ル
也

と
の
唱
の
あ
と
に
は
、

「
母
烏
子
之
命
ニ
替
事
付
猿
寺
エ
来
子
ノ
吊
ヲ
頼
事
」
な
る
章
が
あ
っ
て
、
鷹
に
お
そ
わ
れ
た
雲
雀
の
子
を
助
け
よ
う
と
す
る
母
烏

の
唱
を
、
又
、
出
産
近
い
猿
が
、
無
慈
悲
な
猿
廻
し
の
為
に
や
が
て
産
ま
れ
た
子
猿
を
死
な
せ
て
歎
く
咽
を
伝
え
て
い
る
し
、

一
一
章
は
「
鶏
寺
入
ス
ル
事
」

と
い
う
題
の
哨
を
、

一
二
章
は
「
飴
人
ノ
夢
ニ
告
テ
命
ヲ
乞
事
付
牛
夢
中
ニ
命
ノ
礼
ヲ
云
事
」
な
る
題
を
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
畜
生
と
云
え
ど
も
慈
悲
恩
愛
に

報
い
無
道
心
に
た
た
り
を
為
す
と
い
う
態
の
因
果
語
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
よ
う
に
、
同
じ
型
の
附
を
ひ
と
ま
と
め
に
集
め
て
因
果
の
理
を



語
る
態
度
は
、
諸
図
の
奇
談
珍
談
を
読
者
に
供
す
る
態
度
で
は
な
い
。
乙
れ
は
あ
く
迄
も
片
カ
ナ
本
の
序
文
に
忠
実
な
仏
教
の
摂
理
に
拠
っ
た
態
度
と
見
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
次
期
の
仮
名
草
子
は
こ
の
態
度
を
放
棄
し
た
の
で
あ
る
。
其
処
に
最
も
根
本
的
な
性
格
の
相
違
が
あ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
片
カ
ナ
本
「
鳩
ノ
愛
執
之
事
」
な
る
話
は
、

「
新
御
伽
牌
子
」
（
天
和
三
刊
〉
の
巻
二
の
九
「
腐
塚
の
昔
」
に
次
の
よ
う
に
拡
大
さ
れ
て
用
い
ら
れ

て
あ
る
。
長
文
ゆ
え
中
途
を
二
カ
所
略
し
た
。

河
内
国
或
里
に
地
下
侍
有
て
常
に
朋
友
を
集
め
囲
碁
双
六
に
好
狩
漁
を
業
と
な
ん
し
け
り
或
時
又
碁
を
始
て
千
手
百
手
に
い
ど
み
戦
折
節
窓
の
む
か
ふ
半
町

斗
の
田
の
畔
に
水
底
に
書
を
ゆ
つ
つ
し
て
白
腐
ふ
た
つ
お
り
た
つ
侍
早
く
見
附
頓
而
床
な
る
弓
お
つ
取
腐
僕
の
矢
を
つ
が
ひ
引
し
ほ
り
て
放
つ
あ
や
ま
た
ず
雄

の
ほ
そ
く
び
に
射
つ
け
た
り
雌
は
是
に
驚
き
て
跡
な
く
飛
去
ぬ
定
行
て
見
る
に
首
は
射
切
で
な
く
成
し
を
さ
の
み
も
尋
ず
引
提
て
帰
り
ま
さ
し
く
料
理
て
饗

b間
柄ω
h
H
a－－

応
し
己
食
し
つ
く
し
け
り
〈
中
略
）
漸
に
し
て
文
月
に
か
は
り
八
月
に
な
る
去
年
の
此
比
を
思
へ
は
誠
に
向
の
田
の
畔
に
腐
の
渡
り
し
事
あ
り
と
其
か
た
を

す
は

見
や
り
け
れ
ば
又
烏
ひ
と
つ
お
り
立
ぬ
噴
願
所
よ
と
弓
取
り
矢
つ
が
ひ
心
せ
き
て
切
で
は
な
つ
思
ふ
図
に
射
附
て
是
を
も
得
た
り
み
れ
は
白
腐
の
雌
な
る
が

い
だ
き

羽
が
ひ
の
下
に
雄
の
首
を
懐
た
り
侍
驚
涙
を
な
が
し
日
を
指
折
て
思
へ
は
去
年
の
今
日
雄
の
首
を
射
切
た
る
が
其
雌
雄
の
別
れ
を
悲
し
み
此
首
を
身
に
添
永

あ
E

が
れ
ま
の
あ
た
り

き
月
日
の
け
ふ
迄
猶
其
事
に
浮
岩
此
所
に
は
落
た
る
る
な
ベ
し
（
中
略
）
目
下
哀
を
見
て
身
の
罪
し
ら
ぬ
は
か
な
さ
よ
と
断
憾
の
心
切
な
れ
ば
是
な
ん
菩
提

の
知
識
な
る
べ
し
と
一
所
の
所
帯
を
泊
却
し
警
切
て
な
が
く
仏
道
修
行
の
道
人
と
な
り
し
が
か
の
田
の
畔
を
買
求
て
ひ
と
つ
の
塚
を
筑
き
卒
都
婆
を
建
二
烏

と
ひ

の
跡
ね
ん
比
に
吊
け
り
俗
呼
で
腐
塚
と
い
ふ
今
に
古
跡
を
の
と
し
ぬ
（
後
略
〉
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片
カ
ナ
本
を
素
材
と
し
、
鳩
を
腐
に
代
え
て
成
っ
た
と
の
「
新
御
伽
牌
子
」
の
構
成
は
そ
の
基
本
線
を
片
カ
ナ
本
の
そ
れ
と
全
く
一
に
し
て
い
る
と
と
が
わ

「
御
伽
物
語
」
の
巻
三
の
一
「
卒
都
婆
の
子
う
む
事
」
な
る

章
に
於
て
用
い
ら
れ
て
い
る
所
に
も
見
ら
れ
る
し
、
下
巻
の
一
八
「
女
の
魂
馳
ト
成
夫
ヲ
守
ル
事
」
な
る
章
は
三
つ
の
説
話
を
含
む
章
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は

か
る
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
形
式
の
素
材
の
提
供
は
、
中
巻
二
三
の
「
幽
霊
来
テ
子
ヲ
産
事
」
が
、

「
奇
異
雑
談
集
」
巻
二
の
四
「
高
野
の
鍛
治
火
を
も
っ
て
蛇
の
額
に
点
ず
れ
ば
妻
の
額
に
清
い
で
き
し
事
」
な
る
説
話
に
関
連
を
有
し
て
居
り
、
更
に
「
御
伽

物
語
」
巻
三
の
一
一
「
幽
霊
偽
り
し
男
を
院
と
ろ
す
事
」
に
連
な
り
、
更
に
そ
と
か
ら
「
西
鶴
諸
国
は
な
し
」
巻
二
の
「
水
筋
の
ぬ
け
道
」
に
関
連
し
て
行
く



と
い
う
形
で
、
素
材
の
提
供
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
は
言
う
も
の
の
近
世
怪
異
小
説
へ
の
説
話
の
提
供
の
経
路
は
、
矢
張
り
平
か
な
本
「
因
果
物
語
」
が
主
流
で
あ
る
事
に
違
い
な
い
。
平
か
な
本
の
一
一
行

本
は
更
に
一
二
行
本
を
生
み
、
又
「
諸
国
因
果
物
語
」
が
生
ま
れ
た
事
も
古
典
文
庫
の
複
製
等
を
通
し
て
知
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。
宝
永
四
年
に
は
白
梅
園
鷺

水
の
編
に
な
る
「
諸
国
因
果
物
語
」
六
巻
六
冊
も
板
行
さ
れ
た
。

古
典
文
庫
に
収
め
ら
れ
た
一
冊
本
の
「
諸
国
因
果
物
語
」
は
、
平
か
な
本
か
ら
そ
の
一
八
話
を
抄
出
し
た
も
の
で
あ
る
事
は
吉
田
幸
一
氏
の
解
題
に
あ
る
通

ハ8
〉

り
で
あ
る
。
う
ち
巻
四
か
ら
三
話
を
、
巻
五
か
ら
二
話
を
採
っ
て
い
る
点
も
、
平
か
な
本
の
傾
向
を
押
し
進
め
た
も
の
で
、
片
カ
ナ
本
の
態
度
を
無
視
し
て
い

る
編
輯
態
度
が
う
か
が
え
よ
う
。五

最
後
に
、
平
か
な
本
因
果
物
語
の
後
半
三
巻
は
、
各
巻
七l
九
篇
程
の
わ
ず
か
な
説
話
か
ら
成
っ
て
い
る
が
、
私
は
前
年
三
巻
迄
の
平
か
な
本
が
先
ず
成
立
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し
、
次
に
片
カ
ナ
本
が
成
っ
て
、
そ
れ
と
平
行
す
る
か
や
や
後
れ
て
後
半
三
巻
を
附
し
た
現
在
見
ら
れ
る
形
の
平
か
な
本
が
出
板
さ
れ
た
と
い
う
推
定
を
有
し

て
い
る
。
と
の
後
半
の
三
巻
の
説
話
を
み
る
と
、
第
一
に
、
前
半
三
巻
の
記
述
の
際
に
見
ら
れ
る
末
尾
の
常
套
語
「
：
：
：
和
尚
髄
に
見
た
る
話
な
り
」
式
の
聞

書
を
装
う
と
と
ば
が
な
く
、
多
く
は
世
間
の
一
般
人
の
聞
書
に
な
っ
て
い
る
。
第
二
に
、
は
な
し
そ
の
も
の
の
内
容
に
、
所
謂
因
果
の
理
を
含
ん
で
い
な
い
話

の
類
が
混
入
し
て
来
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
怪
異
そ
の
も
の
を
語
る
事
に
「
は
な
し
」
の
重
点
が
よ
り
強
く
傾
い
て
い
る
と
言
っ
た
方
が
よ
い
。
巻
六
の
五

体
的
に
な
っ
て
い
る
。

「
狐
産
婦
の
幽
霊
に
妖
た
る
事
」
や
七
の
「
石
仏
の
ば
け
た
る
事
」
な
ど
は
、
そ
う
し
た
例
の
典
型
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
て
第
三
に
は
な
し
の
構
成
が
よ
り
立

仏
教
的
な
教
戒
を
主
と
し
て
因
果
を
説
く
と
い
う
点
か
ら
の
、
素
朴
で
平
板
な
附
の
在
り
方
が
失
わ
れ
て
、
奇
異
を
語
ら
ん
が
た
め

に
、
そ
れ
に
因
果
の
理
を
付
会
し
よ
う
と
し
た
態
度
が
自
ず
と
生
ん
だ
構
成
の
立
体
化
で
あ
ろ
う
か
。
巻
四
の
一「
恋
ゆ
へ
と
ろ
さ
れ
て
其
女
に
つ
き
け
る

事
」
が
、
浪
人
に
仕
え
る
下
郎
の
、
主
人
の
娘
へ
の
恋
を
描
い
て
、
主
人
に
討
た
れ
た
怨
念
が
怪
異
を
な
す
と
い
う
拙
と
な
り
、
五
ノ
一
「
き
つ
ね
に
契
り
し

僧
の
事
」
は
、
題
名
そ
の
偉
の
、
狐
の
化
け
た
咽
で
あ
り
、
六
の
一「
神
木
を
伐
て
罰
あ
た
り
家
ほ
ろ
び
し
事
」
は
、
そ
の
ま
〉
新
伽
蝉
子
の
巻
二
の
一
O
の

附
と
な
る
種
の
も
の
で
あ
る
。
片
カ
ナ
本
が
、
前
述
の
通
り
、
単
に
素
材
の
み
を
提
供
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
と
較
べ
て
、
乙
れ
は
同
じ
「
新
伽
牌
子
」
に
、



決
し
て
素
材
の
み
の
提
供
と
は
言
え
ぬ
形
で
の
類
似
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
は
省
略
に
従
う
が
、
こ
う
し
て
平
か
な
本
の
後
半
三
巻
、
巻
四

か
ら
巻
六
ま
で
の
各
説
話
は
、
乙
の
編
者
の
意
図
が
、
片
カ
ナ
本
の
邪
本
呼
ば
わ
り
に
牽
制
さ
れ
て
、
仏
説
を
説
乙
う
と
す
る
正
道
の
姿
に
立
ち
戻
ろ
う
と
す

る
所
に
は
全
く
な
か
っ
た
事
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
巷
聞
に
散
ら
ば
る
奇
異
語
を
、
更
に
蒐
集
し
て
こ
れ
を
利
用
し
、
怪
異
小
説
流
行
の
時
流
に
積
極

的
に
投
じ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
諸
点
か
ら
、
因
呆
物
語
が
、
近
世
文
学
の
上
に
果
た
し
た
役
割
は
、
単
に
仏
教
の
摂
理
に
よ
っ
て
物
の
因
果
を
説
こ
う
と
し
た
種
の
も
の
で
は
な

く
、
鈴
木
正
三
の
素
志
と
は
う
ら
は
ら
に
、
諸
国
物
語
系
怪
異
小
説
に
積
極
的
に
影
響
を
与
え
、

仮
名
草
子
・
浮
世
草
子
の
怪
異
小
説
に
多
く
の
投
影
を
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
一
休
諸
国
物
語
」
と
の
交
渉
を
は
じ
め
と
し
て
、
次
期
の

6 

「
鈴
木
正
三
全
集
」
に
よ
る
。
以
下
問
。

「
因
果
物
語
と
一
休
諸
国
物
語
」
（
国
文
学
論
叢
第
六
輯
近
世
小
説
研
究
と
資
料
所
収
〉
参
照
。

「
契
沖
に
関
す
る
考
察
」
（
芸
文
研
究
、
西
脇
順
三
郎
先
生
記
念
論
文
集
）

「
仮
名
草
子
の
説
話
性
」
（
国
語
・
国
文
二
九
年
一
二
月
〉

前
記
拙
稿
。

「
『
因
果
物
語
』
の
正
本
と
邪
本
に
つ
い
て
｜
｜
1

平
仮
名
本
と
片
仮
名
本
と
の
問
題l
l

」
〈
文
学
論
藻
・
斎
藤
清
衛
先
生
古
稀
記
念
号
〉

前
記
拙
稿
。

古
典
文
庫
の
解
題
に
「
い
き
な
が
ら
ぢ
ご
く
を
見
て
か
へ
り
し
事
」
を
巻
三
の
第
一
四
話
と
し
て
い
る
の
は
巻
五
の
第
五
話
の
誤
り
で
あ
る
。

- 24-

注
2 3 4 5 7 8 


